
 日新町町内会社会部 

   フィールドサポーター活動について 

            （ 活動をサポートしていく起爆剤となる Tシャツ） 

日 新 町 町 内 会 

          日 新 町 町 内 会 社 会 部 



・小さな声がけから始まった町内会活性化へ向けての取り組み 

                  ～日新町町内会社会部フィールドサポーター活動～ 

● 内   容  町内会社会部からの要請受託と事業サポート 

       ・新年交礼会 

       ・子どもみこし練りまわし 

       ・日新まつり 

       ・大人・こども盆踊り大会 

       ・敬老会 等 

● 実 施 日  通年 

● 場   所  日新町町内会対象区域  

● 開始 時期  平成 25年 5月 

● 実施 主体  日新町町内会社会部 

              （現在のサポーター登録数 12名） 
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 町内会役員の高齢化や成り手不足という課題が全国的に叫ばれてきている中で、先を見据え、担い手

不足に少しでも歯止めを掛ける準備と、町内会行事をサポートしていくことを目的とする 

「日新町町内会社会部フィールドサポーター活動」。 

お祭りや盆踊りの後方支援を引き受けている。また、自主活動として、日常的に寄り合いなどを開きな

がら、「活動を通じ、魅力のある町内会づくり」をと、町内の有志が地域を盛り上げている。 



取り組みのステップ 

「フィールドサポーター」の立ち上げ

 町内会役員の高齢化や若草団地への人口移動など、まちの環境が目まぐるしく変化する中、町内会のフィール

ド事業を企画運営する社会部が、これからを見据えた町内会への再認識とご近所付き合いが希薄化する中で、改

めて住民間の「同じ町に暮らす同じ仲間」の意識を高めていこうと町内会役員のお手伝いをしながら、様々な場

面で助けあいを進め、そこで理解する町内会の役割を知っていただく機会を創出するため、社会部として事業化

しました。 

社会部からの要請受託と事業サポートの2本柱 

 フィールドサポーターが行っているのは、大きく分けて、①社会部からの要請受託、②自主事業の2つであり、

①は主に社会部事業のサポートで、経費は町内会社会部の予算を充てる。毎年、町内会の総会で、事業内容と予

算が決まります。 

②は自主事業で、年度当初の活動計画をもつためのミーティング開催や各メンバー持ち寄りでの寄り合い開催や

各担当セクションへの事業サポートを行っています。 

メンバーは町内会対象世帯の若手が中心 

 サポーターは約12人で町内の有志。ほぼ全体が働き盛りで仕事のない休日を上手に活用して頂いたり、休み

時間を利用して活動のサポートをして下さることも。 

 都合の良いときだけ参加すれば良い等、参加しやすい仕組みを形成しています。 
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S T E P 1 

町内会の良さを楽しみな

がら理解して頂くために

S T E P 2 

フィールド活動での町内会

役員お手伝い組織化を模索

S T E P 3 

対象世帯への広報と社会

部からの声かけ

S T E P 4 

フィールドサポーター発足

各事業のサポート開始

【フィールドサポーター活動の仕組み】

                           サポート・協働

      町内会予算                        各自持ち寄り財源

日新町町内会

●こどもみこし練りまわし
●日新まつり

●こども・大人盆踊り大会
●社会部サポート

社会部要請受託

●フィールドサポーター会議
チーフ・サブチーフ選任

フィールドサポーター ●定期ミーティング開催
●高齢者施設事業サポート

●えだまめ反省会

自主事業



町内会の笑顔を拡げたい！夏のイベントサポートで役員の負担軽減へ 

 フィールドサポーターは、こどもみこし練り回しから1年間のサポートが続きますが、特に大きな行事である

町内の夏まつり「日新まつり」では、運営にも多く携わっています。 

 町内会にお世話になる、負担を軽くすることも当然だが、楽しくやっていきたい。義務感や負担感もなく、良

い関係づくりが出来ています。 

町内会区域の高齢者施設とも連携 

町内会対象世帯だけでは、苦労する場面も当然出てくることを考え、区域にある小規模多機能ホームすまいる

さんにも協力を依頼したところ、地域連携を進めるとして、参加してもらえることになり、一緒に活動を盛り上

げている。 

 これをきっかけに、高齢者施設のおまつりに町内会も参加をするなど交流も深まっています。 

工夫していること 

● facebook やメールを積極的に活用し、日常でも情報・意見交換を進めている事。 

 ● Tシャツを作成し、サポーターとしての認識を肌身で認識して活動に臨んで頂いた事。 

 ● 飲み二ケーションを大事にし、打ち合わせは参加しやすいよう行事の合間やそれぞれの 

   日程を確実に合わせ、全員が集まれる中で実施しています。 

   飲み二ケーションを図ることで、自由に意見を言える環境を作り、そこから出された 

   意見をしっかりと反映させていくことが出来るよう努力を重ねてきました。 

 ● イベント時の昼食など、弁当を配布するのではなく、サポーターも調理に参加するなど、全員で 

   輪になって、会話をしながら、仲間意識醸成のお手伝いを進めて来た事。 

課題・今後の展開 

・ 町内会世帯の高齢化に対応した取り組み 

・ イベント時にお手伝いくださっている実行部隊（会場作成）など、その分野に長けている住民をサポーターとして招聘し

ていく。 

・ イベントの企画と運営を社会部ではなく、サポーターが独自で提案して、活動につなげる取り組み。 

・ 人口減少を見据え、高齢者施設との更なるタイアップの構築協議 

・ 町内会役員への昇格模索等 

・ 新しい発想に柔軟に対応できる活動メニューの更新強化 
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みんなの声

町内会役員の負担を少なくしたり、行事を継続してくれる活動に感謝している。

無縁だった人たちとの交流がより深まっているので、嬉しい。

町内会役員の負担を少なくすれば、誰もが町内会に関わりやすくなると思う。
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